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10
月
17
日 

昭
和
文
化
で「
螺
旋
の
旅
」

選
択
。父
の
八
洲
土
、叔
母
の

外
子
、東
京
の
石
井
み
ど
り
・

折
田
克
子
（
母
・
娘
）ら
に

師
事
し
、後
に
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
。ジ
ャ
ン
＝
ク
ロ
ー
ド
・

ガ
ロ
ッ
タ
の
も
と
で
研
鑽
を

積
ん
で
き
た
。

　

記
念
公
演
に
は
和
太
鼓

の
神
谷
俊
一
郎
、ダ
ン
サ
ー

の
五
代
菜
月
・
果
凛
（
姉

妹
）、近
藤
拓
斗
、外
子
、そ
し

て
倉
知
が
主
宰
し
て
い
る

studioK.K.nagoya

の
メ
ン

バ
ー
（
12
人
）が
参
加
。プ
ロ

グ
ラ
ム
は
①
和
太
鼓
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
幽
光

デビューリサイタルから30年、舞踊歴50年を迎えた倉知可英

の
奏
で
」②
折
田
克
子
振
付

作
品
を
リ
メ
ー
ク
し
た
「
昨

日
の
客
（
ひ
と
）」③
30
年
間

の
出
会
い
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
玉
響
の
邂
逅
」の
３
部
作
を

切
れ
目
な
く
演
じ
る
。

　

倉
知
は
「
大
叔
母
が
瑞
穂

リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た
自
分
に
出

会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」と
熱
演
を
約
束
。

　

全
指
定
席
４
５
０
０
（
当

日
５
０
０
０
）
円
。
予
約
、

問
い
合
わ
せ
は
℡
０
８
０

（
９
４
９
５
）０
０
７
５
。

区
に
ス
タ
ジ
オ
を
開
設
し
て

か
ら
81
年
に
な
り
ま
す
。そ

の
ス
タ
ジ
オ
で
大
叔
母
―
父

と
叔
母
―
そ
し
て
私
へ
と
続

い
た
現
代
舞
踊
の
足
跡
を
私

な
り
の
ダ
ン
ス
で
表
現
し
た

い
。こ
の
公
演
を
終
え
た
後
、

ロ
ザ
リ
ア
・
シ
ャ
ン
ト
ゥ
・
ラ
・
ド
ゥ
ー
ス
・
ド
ゥ
ル
ー
ル

ロザリア㊧とRyO

音
楽
の
熱
の
部
分
は
ロ
ザ
リ

ア
の
歌
の
力
、緊
張
感
の
部

分
は
僕
の
ピ
ア
ノ
が
担
っ
て

い
る
」と
話
す
。

　

楽
曲
制
作
、ラ
イ
ブ
の
他
、

「
さ
ら
に
聴
く
人
を
広
げ
た

い
」と
高
齢
者
施
設
の
訪
問

に
も
精
力
的
だ
。歌
う
場
を

広
げ
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
も
生
ま
れ
た
と
い

う
。

　

シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
で
の
ラ
イ

ブ
も
初
め
て
。「
エ
ル
ム
は
歴

史
や
伝
統
が
あ
る
場
所
で
、

珍
し
く
緊
張
し
た
」と
話
す

ロ
ザ
リ
ア
の
横
で
、RyO

は

「
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
切
っ
掛

け
は
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
さ

ん
。ク
リ
ス
タ
ル
ピ
ア
ノ
を

弾
け
た
の
は
感
慨
深
か
っ

た
」と
笑
う
。

　

エ
ル
ム
の
ス
テ
ー
ジ
に

活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

歌
手
や
演
奏
家
を
は
じ
め
、

音
楽
に
満
ち
た
空
間
を
と
も

に
創
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た

音
響
、照
明
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
に
も
お
集
ま
り
い
た
だ

く
。故
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
や
訳
詞
の
数
々
に
加
え
、

エ
ル
ム
と
深
い
ご
縁
が
あ

り
、同
じ
く
今
年
逝
去
さ
れ

た
菅
原
洋
一
さ
ん
、美
輪
明

宏
さ
ん
と
の
ゆ
か
り
を
感
じ

て
い
た
だ
け
る
作
品
も
、感

謝
と
追
悼
の
思
い
を
込
め
て

お
届
け
し
た
い
」と
話
す
。

　

29
日
は
入
場
料
６
０
０
０

円
（
全
席
自
由
）。問
い
合
わ

せ
は
℡
０
５
２
（
７
３
３
）

０
０
８
５
、カ
フ
ェ
・
コ
ン

セ
ー
ル
・
エ
ル
ム
。

　

ロ
ザ
リ
ア
は
、８
年
間
の

バ
ン
ド
活
動
を
休
止
後
、「
多

く
の
年
代
に
向
け
、ピ
ア
ノ

の
音
色
で
歌
を
届
け
た
い
と

思
い
、RyO

に
声
を
か
け
た
」

と
振
り
返
る
。

　

二
人
で
の
音
楽
は
「
メ
ロ

デ
ィ
の
美
し
さ
、心
に
刺
さ

る
歌
詞
を
よ
り
大
事
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」と
語
る
。

RyO

は
「
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

功
績
を
振
り
返
る
。入
場
は

無
料
で
誰
で
も
参
会
で
き

る
。29
日
「
追
悼
コ
ン
サ
ー

ト
」は
、修
滋
さ
ん
と
親
交
の

あ
っ
た
歌
手
、演
奏
者
や
舞

台
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
仲
間
た

ち
が
集
合
。故
人
が
愛
し
た

音
楽
を
通
し
て
、そ
の
人
生

を
振
り
返
る
。

　

出
演
は
青
山
桂
子
、岩
城

康
子
、岡
山
加
代
子
、小
川
京

子
、清
水
美
帆
、芹
沢
祥
子
、

松
本
幸
枝
ほ
か
。客
演
に
は

瀬
間
千
恵
、川
出
祥
代
、水
野

喜
久
を
迎
え
、フ
ィ
ナ
ー
レ

に
は
エ
ル
ム
シ
ス
タ
ー
ズ
が

ス
テ
ー
ジ
を
彩
る
。

　

修
滋
さ
ん
の
長
男
で
後
継

者
の
加
藤
祐
滋
は
「
故
人
と

と
も
に
音
楽
の
道
を
歩
み
、

松
井
誠
迎
え
Ｆ
Ｍ
Ｓ
40
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
１
日 

愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

29日には「追悼コンサート」
エルムゆかりの歌手が総出演

　

声
楽
家
渕
本
晴
都
子
が
主

宰
す
る
フ
チ
モ
ト
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル（
Ｆ
Ｍ
Ｓ
）

が
、
舞
台
俳
優
で
舞
踊
家
の

松
井
誠
を
迎
え
、
10
月
１
日

（
午
後
２
時
）
愛
知
県
芸
術

劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

「
40
周
年
記
念
オ
ー
タ
ム
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
く
。

　

松
井
は
１
９
８
６
年
に

「
劇
団
誠
」
を
結
成
。
大
衆

演
劇
界
の
名
女
形
と
し
て
注

目
を
集
め
、
２
０
０
０
年
に

は
中
日
劇
場
で
座
長
公
演
を

成
功
さ
せ
、
一
躍
全
国
区
の

人
気
ス
タ
ー
に
。
自
ら
創
設

し
た
新
舞
踊
「
誠
心
流
」
家

元
で
も
あ
る
。

　

当
日
は
渕
本
、
松
井
の
ほ

か
落
合
健
史
、森
口
紀
代
美
、

川
口
麻
理
子
そ
し
て
Ｆ
Ｍ
Ｓ

生
徒
34
人
が
趣
向
を
凝
ら
し

た
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
。
演
奏

は
赤
尾
茂
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
に

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
名
手
ア

ン
ジ
ェ
ロ
・
ア
ク
ィ
リ
ー
ニ

が
加
わ
る
。

　

全
自
由
席
１
０
０
０
円
。

℡
０
５
２
（
９
３
７
）
４
８

９
５
。

松井　誠

渕本晴都子

は
、12
月
６
日
に
シ
ャ
ン
ソ

ン
ユ
ニ
ッ
ト
「
ル
・
シ
ャ
ト

ー
・
ド
ゥ
・
バ
ン
」の
ボ
ー
カ

ル
月
森
幸
哉
と
の
共
演
で
再

び
立
つ
予
定
だ
。

（
聞
き
手
・
竹
本
真
哉
）

ロ
ザ
リ
ア
＆R

yO

〝
甘
い
痛
み
〟を
音
楽
に
込
め
て

川出　祥代 瀬間　千恵

松本　幸枝 水野　喜久

青山　桂子 岡山加代子

　

３
月
に
逝
去
し
た
カ
フ

ェ
・
コ
ン
セ
ー
ル
・
エ
ル
ム

創
始
者
で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
加

藤
修
滋
さ
ん
の
「
お
別
れ
の

会
」「
追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
」が

10
月
28
、29
日
（
と
も
に
午

後
４
時
30
分
）芸
術
創
造
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。両

日
と
も
司
会
は
小
堀
勝
啓
。

　

修
滋
さ
ん
は
、名
古
屋
を

拠
点
に
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
隆
盛

や
国
際
文
化
交
流
に
尽
力
。

日
仏
シ
ャ
ン
ソ
ン
協
会
日
本

支
局
長
、フ
ラ
ン
ス
・
シ
ャ

ン
ソ
ン
芸
術
協
会
日
本
総
局

長
な
ど
を
務
め
「
名
古
屋
巴

里
祭
」な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
・
開
催
し
た
。ピ

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
も
フ
ラ
ン

ス
政
府
か
ら
芸
術
文
化
勲
章

を
授
与
さ
れ
、50
年
を
超
え

る
演
奏
活
動
を
行
っ
た
。

　

28
日
「
お
別
れ
の
会
」は

場
内
に
献
花
台
を
設
置
。式

典
で
は
修
滋
さ
ん
の
歩
み
や

　

デ
ビ
ュ
ー
リ
サ
イ
タ
ル
か

ら
30
年
。現
代
舞
踊
の
求
道

者
・
倉
知
可
英
が
10
月
17
日

（
午
後
２
時
）昭
和
文
化
小
劇

場
で
記
念
公
演
「
螺
旋
の
旅

～
身
体
で
紡
ぐ
、歴
史
と
循

環
の
ス
ト
ー
リ
ー
」＝
名
古

屋
市
民
芸
術
祭
２
０
２
６
参

加
＝
を
催
す
。

　

倉
知
は
名
古
屋
地
区
に
現

代
舞
踊
の
礎
を
築
い
た
大
叔

母
・
奥
田
敏
子
（
１
９
２
０

～
79
年
）に
手
ほ
ど
き
を
受

け
舞
踊
家
と
し
て
の
人
生
を

〝
Mr.
シ
ャ
ン
ソ
ン
〟加
藤
修
滋
さ
ん
偲
び

10
月
28
日  

芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
で「
お
別
れ
の
会
」

倉知　可英

　

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
メ
タ
ル

バ
ン
ド
の
ボ
ー
カ
ル
と
し
て

活
躍
し
た
ロ
ザ
リ
ア
と
、ピ

ア
ニ
ス
トRyO

に
よ
る
ユ
ニ

ッ
ト
「
ロ
ザ
リ
ア
・
シ
ャ
ン

ト
ゥ
・
ラ
・
ド
ゥ
ー
ス
・
ド

ゥ
ル
ー
ル
」。意
味
は
「
甘
い

痛
み
を
歌
う
」。

故
・
加
藤
修
滋
さ
ん



若手演奏家育成するスタクラ・
アカデミア第７期生10人決まる

た
。

　

冒
頭
は
各
地
の
寺
に
集
う

　

田
中
り
え
＆
す
み
れ
の

母
・
娘
ユ
ニ
ッ
ト
「m

oom
」

が
「
音
楽
×
ダ
ン
ス
×
ア
ー

ト
～
偶
然
の
巡
り
合
わ
せ
」

（
７
月
31
日
・
千
種
文
化
小

劇
場
）
を
開
い
た
。
主
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
第
１
部
の
創
作

舞
踊
劇
「m

um
m

y

（
ミ
イ

ラ
）」
と
第
２
部
の
「
く
る

み
割
り
人
形
」。

　

出
演
は
金
澤
志
保
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ
の
面
々
とm

oom

の
二
人
、
そ
し
て
４
人
の
演

奏
家
ほ
か
。
舞
台
上
に
は
彫

刻
家
・
白
水
ロ
コ
に
よ
る
２

羽
の
巨
大
な
蝶
や
、
ヒ
ト
の

顔
を
持
つ
不
思
議
な
ヤ
ギ
が

登
場
し
、
シ
ュ
ー
ル
な
空
間

を
描
出
し
た
。

　
「mummy

」
で
描
か
れ
て
い

る
の
は
生
と
死
、
時
空
間
が西川　文紀

鈴木さちあ

出田　光代

メ
ニ
コ
ン
な
ど
約
２
３
０
の

企
業
と
個
人
の
賛
助
を
得

て
、公
益
社
団
法
人
ス
タ
ー
・

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
協
会
が
実

施
。18
～
30
歳
を
対
象
に
、プ

ロ
と
し
て
の
総
合
的
な
自
己

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
を
養
成
す

る
。一
流
の
演
出
家
、作
曲

家
、歌
手
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
な

ど
幅
広
い
専
門
家
か
ら
月
に

数
回
、合
計
30
回
ほ
ど
講
習

を
受
け
、そ
の
間
に
Ｃ
Ｂ
Ｃ

ラ
ジ
オ
に
出
演
。来
年
３
月

末
に
成
果
を
発
表
す
る
ガ

ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
。

　

第
７
期
生
は
次
の
通
り
。

　

安
田
梨
乃
（
ピ
ア
ノ
）、坂

本
明
子
（
同
）、伊
藤
里
紗
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、玉
置
菜
々

子
（
同
）、甫
村
響
生
（
フ

ル
ー
ト
）、山
内
実
里
（
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
）、杉
浦
さ
く
ら

（
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
）、鈴
村
萌

恵
（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）、天

野
彰
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、武
田

紗
那
恵
（
同
）。

来年３月にはガラ・コンサートを開く

　

若
手
演
奏
家
を
育
成
す

る
「
ス
タ
ー
・
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
・
ア
カ
デ
ミ
ア
」の
第
７

期
生
10
人
が
決
ま
り
、講
習

が
始
ま
っ
た
。今
年
は
愛
知
、

岐
阜
、三
重
県
な
ど
か
ら
計

25
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。第

一
次
の
書
類
と
演
奏
動
画
、

二
次
の
実
技
と
面
接
の
審
査

で
、演
奏
技
術
だ
け
で
な
く
、

音
楽
に
対
す
る
姿
勢
や
情

熱
、将
来
性
な
ど
で
総
合
的

に
判
断
し
た
。

　

７
期
生
は
ピ
ア
ノ
が
２
人

で
例
年
よ
り
少
な
く
、ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
、ソ
プ
ラ
ノ
が
各
２

人
。管
楽
器
は
フ
ル
ー
ト
、ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
、サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

に
、ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
が
初
め

て
参
加
。昨
年
に
続
い
て
男
性

が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

唱
は
圧
巻
。
難
を
言
え
ば
曲

間
の
拙
い
Ｍ
Ｃ
だ
が
、
そ
れ

も
彼
女
の
魅
力
と
い
え
ば
魅

力
な
の
だ
ろ
う
。

　

日
本
舞
踊
西
川
流
の
舞
踊

家
・
西
川
文
紀
が
10
月
10
日

（
午
後
１
時
）北
文
化
小
劇
場

で
第
11
回
「
紀
和
会
」を
催

す
。文
紀
は
俳
優
と
し
て
も

活
躍
中
で
、門
下
生
に
も
俳

優
が
多
い
。

　

第
１
部
は
古
典
。文
紀
の

「
江
戸
風
流
」、紀
貴
の
「
女

太
夫
」、紀
里
の
「
浅
妻
船
」、

紀
知
の
「
英
執
着
獅
子
」ほ

か
。俳
優
な
ら
で
は
の
表
現

力
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
公

を
描
き
上
げ
る
。

　

第
２
部
は
若
鯱
連（
客
演
）

の
「
西
三
河
阿
波
踊
り
」で

開
幕
。Mrs.GREEN APPLE

祈
り　

声
は
光
」を
開
く
。

自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
開
催
し
て
い
る
参
加

型
コ
ン
サ
ー
ト
「
健
康
歌

声
」の
第
50
回
達
成
と
、初

の
著
書
「
う
た
た
ま
～
歌

霊
」の
出
版
を
記
念
し
て
の

リ
サ
イ
タ
ル
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
１
部
は

「
あ
ざ
み
の
歌
」「
月
見
草
の

花
」な
ど
日
本
の
歌
曲
。第
２

phantasia

」の
初
演
、佐
々
木

唯
道
の
「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
」

（
グ
リ
ー
グ
作
曲
）も
。

　

出
演
は
声
楽
家
の
出
田
光

代
、澤
脇
達
晴
、夏
目
久
子
、

手
塚
淑
子
、水
谷
友
香
、郡
由

美
ほ
か
。

　

全
自
由
席
３
０
０
０
円
。

℡
０
５
６
４
（
２
２
）７
３

６
８
。

推 

奨 

公 

演

ユ
ニ
ッ
トm

oom

交
錯
す
る
異
次
元
の
世
界
。

　

巧
み
な
照
明
効
果
に
、
客

席
の
子
ど
も
が
「
こ
わ
ー
い
」

と
言
っ
て
泣
き
出
し
た
。
感

心
し
た
の
は
、
12
人
の
出
演

者
全
員
が
ド
ラ
マ
を
理
解
し
、

自
分
た
ち
が
誰
な
の
か
、
何

を
思
っ
て
い
る
の
か
を
理
解

し
て
演
技
し
て
い
た
こ
と
。

　
「
く
る
み
割
り
人
形
」
は
、

従
来
の
構
成
や
演
出
を
一
度

バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、
円
形
舞

台
に
合
わ
せ
て
再
構
築
（
振

付
・
金
澤
志
保
）。
音
楽
も

場
面
に
合
わ
せ
、生
演
奏（
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
二
重
奏
＋
ピ

ア
ノ
）
と
録
音
を
併
用
し
、

降
り
て
き
た
り
も
す
る
。そ
ん

な
動
き
に
も
作
家
の
意
図
が

感
じ
ら
れ
る
。

　

終
演
後
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー

ル
で
登
壇
し
た
作
曲
の
権
代

楽
し
い
音
楽
劇
に
仕
上
が
っ

て
い
た
。統
一
さ
れ
た
視
線
、

随
所
に
他
人
へ
の
思
い
や
り

が
感
じ
ら
れ
る
演
出
に
好
感

を
抱
い
た
。　
　
　
　
（
茂
）

と
合
唱
指
導
の
柘
植
洋
子
、指

揮
の
山
下
が
、舞
台
上
で
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
た
。彼

ら
の
姿
が
、戦
禍
を
生
き
延
び

た
戦
友
の
よ
う
に
見
え
た
。

作
品
は
座
付
き
作
曲
家
・
権

代
敦
彦
の「
カ
ン
タ
ー
タ〝
愛

…
〟地
に
」（
初
演
）。多
治
見

少
年
少
女
合
唱
団
＆
シ
ニ
ア

コ
ア
と
、オ
ル
ガ
ン
の
大
平

健
介
が
共
演
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
聴
い
た
こ
と

の
な
い
ほ
ど
の
、凄
ま
じ
い

カ
ン
タ
ー
タ
だ
っ
た
。オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
が
放
つ
の
は
断
末

魔
の
金
属
音
。歌
と
い
う
よ

り
叫
び
に
近
い
合
唱
の
抑
揚

と
強
弱
。全
５
楽
章
で
繰
り

返
さ
れ
る
「
５
、４
、３
、２
、

１
」の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。そ

の
後
に
起
こ
る
破
壊
と
壊

滅
。今
も
な
お
世
界
中
で
起

こ
っ
て
い
る
〝
人
類
の
愚
か

な
歴
史
〟が
繰
り
返
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
楽
譜
と

激
し
く
格
闘
。ま
る
で
戦
場
の

映
像
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。ま

た
合
唱
団
の
少
年
少
女
は
直

立
不
動
で
は
な
く
、向
き
を
変

え
た
り
、最
終
章
で
は
客
席
に

〝
愚
か
な
歴
史
〟壮
絶
カ
ン
カ
ー
タ
で

強
く
艶
や
か
な
ヴ
ォ
イ
ス
が
魅
力

Ａ
Ｃ
Ｏ
記
念
公
演

シ
ン
ガ
ー
榎
本
玲
子

　

Ａ
Ｃ
Ｏ
愛
知
室
内
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
「
第
１
０
０
回
定

期
演
奏
会
」（
７
月
31
日
・
愛

知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
）を
開
い
た
。指
揮
は

音
楽
監
督
の
山
下
一
史
。主

位
一
体
」（
７
月
18
日
・
高
浜

市
ピ
ア
ノ
ホ
ー
ル
Ｆ
）
を
開

い
た
。
タ
イ
ト
ル
は
ヴ
ォ
イ

ス
（
榎
本
）、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

（
大
塚
加
奈
恵
）、ピ
ア
ノ
（
片

桐
一
篤
）
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
意
味
し
た
も
の
。

　

榎
本
の
ソ
ロ
・
ラ
イ
ヴ
を

見
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、

音
程
や
リ
ズ
ム
が
良
く
、ル
ッ

ク
ス
も
良
い
、
何
よ
り
強
く

艶
や
か
な
ヴ
ォ
イ
ス
が
魅
力

だ
。
こ
の
日
は
日
本
と
海
外

の
ポ
ッ
プ
ス
14
曲
を
す
べ
て

日
本
語
で
歌
っ
た
。
サ
ク
ソ

フ
ォ
ン
と
の
兼
ね
合
い
が
気

に
な
っ
た
曲
も
あ
っ
た
が
、

総
じ
て
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

だ
っ
た
。

　

前
半
で
は
シ
ャ
ル
ル
・
ア

ズ
ナ
ブ
ー
ル
作
詞
の
「
八
月

の
パ
リ
」、
後
半
で
は
渡
辺
真

知
子
作
曲
の
「
か
も
め
が
翔

ん
だ
日
」
が
際
立
っ
た
。
畳

み
か
け
る
よ
う
に
ラ
ス
ト
に

向
か
う
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
歌

「くるみ割り人形」（撮影・服部義安）

「カンタータ〝愛…〟地に」（撮影・中川幸作）

シュールな創作や斬新「くるみ」

西
川
文
紀「
紀
和
会
」

　

ソ
プ
ラ
ノ
鈴
木
さ
ち
あ

が
９
月
22
日
（
午
後
３
時
）

東
文
化
小
劇
場
で
「
歌
は

澤
脇
達
晴
）が
10
月
４
日（
午

後
１
時
30
分
）伏
見
の
電
気

文
化
会
館
で
「
芸
術
の
秋
コ

ン
サ
ー
ト
」を
開
く
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
オ
ペ
ラ

「
ト
ス
カ
」「
椿
姫
」ほ
か
の
ア

リ
ア
。「
い
の
ち
の
歌
」「
お

て
も
や
ん
」な
ど
の
日
本
歌

曲
や
民
謡
。作
曲
家
で
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
中
村
節
に
よ
る
新

作
「A

n im
provisation

～

の
「
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
」日
舞

版
の
披
露
も
。

　

全
自
由
席
３
０
０
０
円
。

℡
０
５
６
７
（
９
５
）５
２

５
８

鈴
木
さ
ち
あ

　

創
作
オ
ペ
ラ
の
制
作
、上

演
で
定
評
の
あ
る
名
古
屋
演

奏
家
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー（
代
表
・

部
は
テ
ノ
ー
ル
本
多
信
明
を

迎
え
、オ
ペ
ラ「
椿
姫
」「
蝶
々

夫
人
」の
ア
リ
ア
、二
重
唱
を

披
露
す
る
。ピ
ア
ノ
演
奏
は

森
井
綾
子
。劇
作
、演
出
家

の
川
村
ミ
チ
ル
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
付
く
。℡
０
５
２

（
３
６
３
５
）８
７
１
６
。

演
奏
家
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

　

シ
ャ
ン
ソ
ン
、カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
を
得
意
に
す
る
シ
ン
ガ
ー

榎
本
玲
子
が
リ
サ
イ
タ
ル「
三

「やさしい革命」提供・愛知県芸術劇場

い
革
命
～
世
界

を
ぐ
る
り
と
歩

く
、３
人
の
旅

の
も
の
が
た

り
」が
愛
知
県

芸
術
劇
場
小

ホ
ー
ル
で
上
演

さ
れ
た
（
７
月

23
、24
日
）。

　

演
劇
・
ダ
ン

ス
・
サ
ー
カ
ス

の
要
素
を
融
合

さ
せ
た
「
子
ど

も
と
大
人
の
た

め
の
リ
ラ
ッ
ク

変
幻
自
在
の
演
出
で
想
像
力
を
喚
起

「
や
さ
し
い
革
命
」

　

ベ
ル
ギ
ー
の
児
童
演
劇
カ

ン
パ
ニ
ー
「
コ
ン
パ
ニ
ー
・

デ
・
ミ
ュ
タ
ン
」と
サ
ー
カ

ス
カ
ン
パ
ニ
ー
「
サ
イ
ド
・

シ
ョ
ー
」に
よ
る
「
や
さ
し

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」。パ
ス

テ
ル
カ
ラ
ー
の
テ
ン
ト
に
囲

ま
れ
た
空
間
で
、３
人
の
登

場
人
物
が
森
を
抜
け
、山
を

登
り
、海
を
眺
め
て
旅
を
し

な
が
ら
、お
互
い
を
分
か
り

合
っ
て
い
く
物
語
。

　

観
客
は
テ
ン
ト
の
中
に

座
っ
て
鑑
賞
。上
演
中
は
出

入
り
自
由
で
、声
を
出
す
の

も
Ｏ
Ｋ
。子
ど
も
達
は
寝
転

が
っ
た
り
、驚
き
を
言
葉
に

し
た
り
し
な
が
ら
、温
か
で
コ

ミ
カ
ル
な
物
語
を
楽
し
ん
だ
。

　

３
人
は
言
葉
を
ほ
と
ん
ど

使
わ
ず
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

動
き
、ボ
ー
ル
遊
び
や
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
な
ど
で
物
語
を

紡
ぐ
。砂
を
落
と
し
て
床
を

区
切
っ
た
り
、蝶
の
玩
具
を

追
っ
て
舞
台
の
外
へ
出
て

行
っ
た
り
、空
間
演
出
も
変

幻
自
在
で
想
像
力
を
刺
激
し

た
。

　

終
演
後
、舞
台
に
残
っ
た

砂
で
、観
客
が
絵
を
描
い
て

遊
ぶ
姿
は
印
象
的
だ
っ
た
。

指
に
残
っ
た
感
覚
も
合
わ

せ
、
こ
の
夏
の
思
い
出
と

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

（
竹
本
）

ピ
ア
ノ
ホ
ー
ル
Ｆ（
高
浜
市
）

で
歌
う
榎
本
玲
子

ⓒHATORI Naoshi



手
塚　

淑
子

戸
田
美
江
子

中
川　

幸
作

仲
条　

優
理

夏
目　

久
子

名
鶴
ひ
と
み

西
川　

長
秀

野
村　

祐
子

花
咲　

市
岡

花
柳　

磐
優

林　
　

雅
仁

福
井　

啓
子

渕
本
晴
都
子

松
波
千
津
子

松
本　

道
子

見
波　

紀
子

宮
西　

圭
子

山
口　

雅
子

よ
し
み
ゆ
う
こ

渡
部　

千
枝

ほ
か

蟹
江　

尾
八

神
谷
久
実
子

北
村　

哲
也

工
藤
寿
々
弥

佐
藤　

典
子

佐
藤
美
智
子

佐
野　

和
美

澤
脇　

達
晴

白
樺　

八
靑

す
ぎ
う
ら
と
し
は
る

杉
江　

瑠
美

鈴
木　

幾
子

鈴
木
久
美
子

鈴
木　

文
雄

須
山　

仁
美

角
田
真
優
美

高
倉　

麻
耶

武
市　

孝
三

竹
元
ま
き
子

田
淵
友
佳
理

玉
田　

弘
子

つ
つ
み
あ
つ
き
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私
た
ち
は「
ナ
ゴ
ヤ
劇
場

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
応
援
し
ま
す

青
山　

皆
江

秋
田
巳
喜
子

荒
川　

洋
子

飯
田
み
ち
代

出
田　

光
代

伊
藤　
　

修

伊
藤　
　

敬

伊
藤　

直
樹

稲
垣　

舞
比

衣
斐　
　

愛

今
村　

早
伽

内
田　

寿
菊

内
田
寿
千
代

内
田　

寿
晴

内
田
る
り
千
鶴

内
田
る
り
美

大
寺　

資
二

岡
田　

一
男

岡
崎　

保
彦

小
倉
ひ
ろ
こ

小
野
由
加
利

金
澤　

志
保

「ナゴヤ劇場ジャーナル」では発行

をご支援いただけるサポート会

員を募集しています。会費は年間

6600円（税込み）。会員には小紙を

毎号お届けするほか、紙面にお名

前を掲載（希望者のみ）。会員の関

係する公演、イベント情報を優先

的に掲載させていただきます。　

【お申し込み、お問い合わせ】

㈱マネージメント・プロ

TEL 052（508）5095

郵便振替口座 00880—6—206130

会 員 募 集 楽しい「いいとこ取り」の演奏会

　

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽

団
が
「
超
！
有
名
曲
シ
リ
ー

ズ
」で
10
月
17
日
、有
名
序
曲

集
を
愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
く
。指

揮
は
角
田
鋼
亮
。

　

序
曲
は
主
に
オ
ペ
ラ
の
幕

が
上
が
る
前
に
演
奏
。予
告

編
的
で
聴
き
ど
こ
ろ
の
メ
ロ

デ
ィ
が
詰
ま
っ
て
楽
し
い
。

チ
ラ
シ
に
は
『
い
い
と
こ
取

り
』と
あ
る
。

　
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結

婚
」「
セ
ビ
リ
ア
の
理

髪
師
」「
天
国
と
地

獄
」「
魔
弾
の
射
手
」

な
ど
全
９
曲
。異
色

な
の
は
ブ
ラ
ー
ム
ス

「
大
学
祝
典
序
曲
」

で
オ
ペ
ラ
で
は
な

い
。締
め
は
重
厚
な

「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク

の
マ
イ
ス
タ
ー
ジ
ン

ガ
ー
」だ
。

　

有
名
な
オ
ペ
ラ
で

予
定
が
な
い
の
は

「
カ
ル
メ
ン
」く
ら
い

か
。私
は
ロ
ッ
シ
ー
ニ
「
ウ

イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」序
曲
も

好
き
だ
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、今
さ

ら
と
い
う
気
も
す
る
が
、逆

手
を
取
っ
た
初
心
者
向
け
の

好
企
画
と
言
え
る
。

　

序
曲
の
ほ
か
に
も
、オ
ペ

ラ
の
間
奏
曲
、行
進
曲
、ワ
ル

ツ
な
ど
、定
期
演
奏
会
で
は

取
り
上
げ
に
く
い
有
名
な
小

品
は
た
く
さ
ん
あ
る
。こ
の

シ
リ
ー
ズ
な
ら
で
は
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
期
待
す
る
。

（
上
原
宏
）

神
戸
珠
利
・
作
「
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
」（
９
人
）が
際
立
っ
た
。

神
戸
に
こ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
が

あ
っ
た
と
は
（
笑
）。

　

日
舞
の
西
川
長
秀
は
日
中

友
好
を
テ
ー
マ
に
、中
國
舞

踊
の
リ
ヤ
ン
と
共
演
。中
国

琵
琶
な
ど
の
生
演
奏
を
加
え

初
代
学
園
長
の
平
田
宏
之

（
故
人
）
と
妻
の
陽
子
が
立

ち
上
げ
た
〝
継
承
・
継
続
〟

の
理
念
が
貫
か
れ
て
い
る
。

そ
の
理
念
が
指
導
者
、生
徒
、

作
品
の
す
べ
て
に
浸
透
し
、

全
国
で
も
屈
指
の
ス
テ
ー
ジ

と
し
て
結
実
。
や
が
て
次
代

に
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
第
１
部
で
私
の
興

味
を
引
い
た
の
は
、
児
童
８

人
に
よ
る
「
栗
き
ん
と
ん
の

歌
」と「Sanctuary

～
聖
域
」

の
２
作
。
前
者
は
学
園
本
部

の
あ
る
中
津
川
市
の
名
物
菓

子
を
コ
ミ
カ
ル
な
衣
装
と
ダ

ン
ス
で
構
成
し
た
小
品
。
か

わ
い
い
だ
け
で
な
く
、
し
っ

か
り
稽
古
を
重
ね
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
猛
烈
に
栗
き

ん
と
ん
が
食
べ
た
く
な
っ
た

（
笑
）。

　

後
者
は
第
83
回
全
国
舞

踊
コ
ン
ク
ー
ル
群
舞
部
第
１

位
を
獲
得
し
た
秀
作
。
17
人

の
出
演
者
は
森
に
生
息
す
る

植
物
だ
ろ
う
か
。
文
明
に
追

い
や
ら
れ
、
絶
滅
し
た
か
と

思
わ
れ
た
が
、
ラ
ス
ト
に
小

さ
な
芽
を
出
し
、
し
た
た
か

さ
を
発
揮
す
る
。
主
力
ダ
ン

サ
が
見
ご
た
え
の
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
展
開
し
た
。

　
「
響
」
と
「
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
」

は
再
演
だ
が
、
作
品
力
が
朽

ち
る
こ
と
な
く
継
続
さ
れ
て

い
る
。
随
所
に
修
正
が
加
え

ら
れ
、
常
に
団
員
た
ち
が
作

品
を
磨
き
上
げ
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
。

か
や
の
木
芸
術
舞
踊
学
園

（撮影・田中聡／テス大阪）

「
名
古
屋
パ
リ
祭
」

　

開
幕
と
同
時
に
、
音
楽
と

色
彩
、
興
奮
と
歓
声
が
会
場

を
埋
め
尽
く
し
た
。
西
山
音

楽
事
務
所
が
主
催
す
る
シ
ャ

ン
ソ
ン
の
祭
典
「
第
44
回
名

古
屋
パ
リ
祭
」（
７
月
15
日
・

愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー

ル
）
の
華
や
か
な
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
あ
る
。

　

ク
ミ
コ
や
美
川
憲
一
、
前

田
美
波
里
ら
の
豪
華
な
客
演

陣
、
そ
し
て
名
古
屋
の
「
プ

テ
ィ
パ
リ
」
を
拠
点
に
す
る

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
ら
総
勢
34

人
が
熱
唱
を
繰
り
広
げ
満
席

の
観
客
を
魅
了
し
た
。
こ
こ

数
年
、連
続
し
て
「
パ
リ
祭
」

を
見
て
い
る
が
、
客
演
の
ス

タ
ー
歌
手
と
、
地
元
出
演
者

の
力
（
歌
唱
力
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）
の
差
が
縮
ま
っ
て

き
て
い
る
。
う
れ
し
い
こ
と

た
。

　

冒
頭
は
各
地
の
寺
に
集
う

若
い
合
唱
団
員
、約
２
０
０
人

に
よ
る
混
声
四
部
の
合
唱
讃

歌
。「
合
同
練
習
は
三
度
し
か

で
き
な
か
っ
た
」こ
と
が
信
じ

ら
れ
な
い
高
い
精
度
で
あ
る
。

続
い
て
６
人
の
声
楽
家
と
５

人
の
器
楽
奏
者
に
よ
り
、さ
ま

ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
が
展
開
さ
れ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
に
は
多
く
の

聖
歌
が
あ
り
、宗
教
と
は
無

関
係
に
各
国
で
愛
唱
さ
れ
て

い
る
。し
か
し
日
本
に
は
そ

れ
が
な
か
っ
た
。「
日
本
人
の

宗
教
観
を
変
え
る
旋
律
と
和

声
」と
評
さ
れ
る
平
田
の
曲

が
、広
く
市
井
に
支
持
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
た
い
。

で
あ
る
。

　

客
演
の
一
人
に
、
初
め
て

見
る
女
性
シ
ン
ガ
ー
「
鬼
無

里
（
き
な
さ
）
ま
り
」
が
い

た
。
経
歴
を
調
べ
て
み
た

ら
、
ア
ク
シ
ョ
ン
女
優
の
志

穂
美
悦
子
で
は
な
い
か
。
力

強
い
ヴ
ォ
ー
カ
ル
は
夫
（
長

渕
剛
）
の
指
導
の
賜
物
か
?! 

と
に
か
く
見
事
な
変
身
ぶ
り

で
あ
る
。

　

オ
ー
ボ
エ
に
似
た
朝
鮮
半

一
言
、
一
音
一
音
を
大
切
に

し
た
歌
唱
に
聴
き
入
っ
た
。

若
手
グ
ル
ー
プ
の
一
人
、
松

井
仁
の
艶
や
か
で
明
瞭
な
バ

リ
ト
ン
に
も
引
か
れ
た
。

（
ウ
エ
ノ
）

の
「
ス
リ
ラ
ー
」
を
連
想
さ

せ
る
外
連
味
た
っ
ぷ
り
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
る
。
地

元
勢
で
は
「
ロ
ン
ド
ン
に
雨

が
降
る
」
ほ
か
を
歌
っ
た
主

宰
・
西
山
伊
佐
子
の
、
一
言

抵
抗
な
く
聴
け
た
美
し
い
旋
律
と
和
声

平
田
聖
子「
親
鸞
」

の
催
事
に
は
し
り
込
み
し
て

し
ま
う
。そ
ん
な
小
生
で
も

臆
せ
ず
に
出
掛
け
ら
れ
た
の

が
「
作
曲
家
・
平
田
聖
子
の

世
界
～
親
鸞
」（
７
月
17
日
・

愛
知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
）で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
初
め
て

聴
い
て
以
来
２
度
目
に
な

る
。平
田
の
曲
は
（
歌
詞
を

別
に
す
れ
ば
）宗
教
臭
さ
が

な
く
、抵
抗
な
く
受
け
入
れ

る
こ
と
が
出
来
る
。心
が
洗

わ
れ
る
よ
う
な
美
し
い
旋
律

で
あ
る
。

　

今
回
は
特
に
「
子
供
か
ら

若
い
世
代
に
愛
唱
し
て
ほ
し

い
」新
作
８
曲
が
披
露
さ
れ

　
「
苦
し
い
時
の
神
頼
み
」は

す
る
く
せ
に
、宗
教
が
ら
み

　

か
や
の
木
芸
術
舞
踊
学
園

が「
第
30
回
記
念
舞
踊
公
演
」

（
７
月
19
日
・
土
岐
市
文
化

プ
ラ
ザ
）
を
開
催
し
た
。
第

１
部
は
小
品
９
作
、
第
２
部

は
和
太
鼓
演
奏
と
ダ
ン
ス
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
響
」、

そ
し
て
第
３
部
は
創
作
ダ
ン

ス
劇
「
Ｂ
Ｕ
Ｉ
Ｌ
Ｔ
」（
い

ず
れ
も
構
成
・
振
付
は
木
原

創
＆
友
里
夫
妻
）。

　

上
演
さ
れ
た
全
作
品
に
、

ソ
プ
ラ
ノ
二
人
の〝
合
唱
〟に
好
感

ユ
ニ
ッ
ト「
楓
」

時
空
を
超
え
た
国
際
的
な
ラ

ブ
ロ
マ
ン
ス
を
作
劇
。花
柳

磐
優
愛
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ

ン
バ
ー
を
用
い
、木
下
菜
月

と
と
も
に
色
香
あ
ふ
れ
る
ド

ラ
マ
（
振
付
は
花
柳
磐
優
）

を
立
ち
上
げ
た
。（

シ
ゲ
ル
）

テ
ー
マ
を
踏
ま
え
た
作
品

を
、優
れ
た
ダ
ン
ス
で
体
現

し
て
い
た
こ
と
。内
田
の
舞

台
は
今
後
も
注
目
し
て
い
き

た
い
。

　

群
舞
で
は
、現
代
舞
踊
の

王
道
を
示
し
た
秀
奈
都
代
＆

飯
田
佳
世
・
作
「
ヒ
ト
は
水
」

（
11
人
）と
、世
界
の
人
々
の

交
流
を
コ
ミ
カ
ル
に
描
い
た

舞
い
舞
い
ナ
ゴ
ヤ

　
「
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
を

守
る
名
古
屋
舞
台
人
の
集

い
」が
「
舞
い
舞
い
ナ
ゴ
ヤ
」

（
７
月
25
日
・
千
種
文
化
小

劇
場
）を
開
催
し
た
。出
演
し

た
の
は
バ
レ
エ
、現
代
舞
踊
、

ジ
ャ
ズ
、そ
し
て
日
舞
の
13

組
。出
来
栄
え
に
バ
ラ
ツ
キ

ピ
カ
イ
チ
は
松
宮
＆
内
田
の
創
作
作
品

「躊躇する正義」内田亜紀子（撮影・服部義安）
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
工

夫
を
凝
ら
し
て

い
る
の
が
分

か
っ
た
。

　

そ
の
中
で
、

私
の
選
ん
だ
ピ

カ
イ
チ
は
松
宮

莉
花
＆
内
田
亜

紀
子
・
作
、
内

田
が
ソ
ロ
で

踊
っ
た
「
躊
躇

す
る
正
義
」だ
。

理
由
は
公
演
の

「PETIT-SAMBLE」（撮影・大竹徹也）

島
の
民
族
楽

器
「
チ
ャ
ン

セ
ナ
プ
」も
登

場
し
た
。奏
者

は
チ
ェ
ヨ
ン
ド

ク
。哀
愁
を
帯

び
た
音
色
は
分

断
さ
れ
た
半
島

の
叫
び
に
も
聴

こ
え
た
。

　

ク
ミ
コ
が
歌

う
「
幽
霊
」
に

も
圧
倒
さ
れ

た
。
マ
イ
ケ
ル

客演、ベテラン、若手の共演に喝采

全
作
品
に〝
継
承・継
続
〟の
理
念

演
が
決
ま
っ
て
い
る
。ま
た
作

曲
家
で
も
あ
る
中
村
は
、プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
活
動

　

二
人
の
ソ
プ
ラ
ノ
釘
宮
冴

月
と
松
永
萌
、そ
し
て
ピ
ア

ニ
ス
ト
中
村
節
の
ユ
ニ
ッ
ト

「
楓
」が
初
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
か
さ
な
る
・
か
な
で
る
」（
７

月
20
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ホ

ー
ル
）を
開
い
た
。

　

名
古
屋
地
区
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
シ
ー
ン
で
売
り
出
し
中

の
面
々
。釘
宮
と
松
永
は
12
月

に
公
演
さ
れ
る
地
元
制
作
の

オ
ペ
ラ
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」に

メ
ー
ン
キ
ャ
ス
ト
と
し
て
出

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

３
人
に
共
通
す
る
音
楽
経

験
が
「
合
唱
」で
あ
る
こ
と

か
ら
、今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
「
さ
び
し
い
カ
シ
の
木
」

や
「
遥
か
な
時
の
彼
方
へ
と
」

な
ど
日
本
の
合
唱
曲
８
作
が

演
奏
さ
れ
た
。ソ
プ
ラ
ノ
二
人

に
よ
る
〝
合
唱
〟で
は
あ
っ

た
が
、曲
に
込
め
ら
れ
た
作
家

の
思
い
は
伝
わ
っ
た
。面
白
い

企
画
だ
と
感
心
し
た
。

　

出
演
者
が
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム

に
、歌
い
た
い
曲
を
歌
う
コ

ン
サ
ー
ト
ほ
ど
つ
ま
ら
な
い

も
の
は
な
い
。「
楓
」に
は
ぜ

ひ
、テ
ー
マ
や
ド
ラ
マ
性
を

明
確
に
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を

続
け
て
ほ
し
い
。

「Sanctuary」



ル
チ
ェ
ロ
「
オ
ー
ボ
エ
協
奏

曲
」
第
２
楽
章
な
ど
ク
ラ

シ
ッ
ク
曲
を
、
後
半
は
メ
ン

バ
ー
の
自
作
曲
や
「
オ
ー
ル

デ
ィ
ー
ズ
・
メ
ド
レ
ー
」
な

ど
、
集
大
成
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
。

　

オ
ー
ボ
エ
、
バ
ス
ー
ン
な

ど
リ
ー
ド
を
２
枚
使
う
楽
器

コ
ン
サ
ー
ト
（
７
月
９
日
・

熱
田
文
化
小
劇
場
）
で
人
気

作
品
を
集
め
た
。

　

前
半
は
レ
ス
ピ
ー
ギ

「
リ
ュ
ー
ト
の
た
め
の
古
代

風
の
ア
リ
ア
」
第
３
組
曲
か

ら
「
シ
チ
リ
ア
ー
ナ
」、
マ

　

名
古
屋
ダ
ブ
ル
リ
ー
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
が
24
年
の
活
動

に
幕
を
閉
じ
、
フ
ァ
イ
ナ
ル

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
四
重
奏
の
音
色
に
感
心

ダ
ブ
ル
リ
ー
ド

不
協
和
音
」、ウ
ェ
ー
ベ
ル
ン

「
緩
徐
楽
章
」を
挟
ん
で
ブ

ラ
ー
ム
ス
「
弦
楽
四
重
奏
曲

第
２
番
」と
、弦
楽
四
重
奏
の

流
れ
を
考
え
た
選
曲
。

　
「
不
協
和
音
」で
始
ま
る

が
、全
体
的
に
明
る
く
軽
快

な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ら
し
い
傑

作
。「
緩
徐
楽
章
」は
学
生
時

代
の
作
だ
が
、ウ
ェ
ー
ベ
ル

ン
の
片
鱗
が
見
え
る
。

　

ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、抒
情
的

で
美
し
い
前
半
、躍
動
感
あ

る
後
半
と
、大
作
だ
が
緊
張

感
が
途
切
れ
な
い
。

名
フ
ィ
ル
室
内
楽

愛
さ
れ
親
し
ま
れ
24
年
の
活
動
に
幕

結
成
５
年
、充
実
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
ロ
ク
イ
ー
」

　

弦
楽
四
重
奏
団
「
ロ
ク

イ
ー
」の
第
５
回
演
奏
会（
７

月
30
日
・
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

ホ
ー
ル
）は
、女
性
ら
し
い
音

色
で
和
ま
せ
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
ビ
ル
マ

ン
良
弓
光
（
ま
ゆ
み
）、小
笠

原
優
子
、ヴ
ィ
オ
ラ
が
為
貝

香
織
、チ
ェ
ロ
は
野
村
友
紀
。

中
堅
ど
こ
ろ
で
経
験
豊
富
な

顔
ぶ
れ
だ
。

　

今
回
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

「
弦
楽
四
重
奏
曲
第
19
番
・

　

結
成
５
年
、ア
ン
サ
ン
ブ

ル
は
益
々
充
実
し
て
き
た
。

の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
弦
楽

三
重
奏
曲
第
４
番
」で
幕
開

け
。繊
細
で
緻
密
な
音
に
魅

せ
ら
れ
た
。チ
ェ
ロ
の
加
藤

泰
徳
が
作
曲
し
た
「
弦
楽
四

重
奏
曲
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
」

は
、近
代
的
で
斬
新
な
力
作
。

　

派
手
な
音
で
聴
衆
を
沸
か

せ
た
の
は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
田

中
宏
史
ら
の
四
重
奏
。コ
ー

プ
ラ
ン
ド
「
エ
ル
・
サ
ロ
ン
・

メ
ヒ
コ
」ほ
か
。

　

私
が
一
番
興
味
を
持
っ
た

の
は
、尾
高
詩
音
里
ら
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
だ
け
の
四
重
奏
。同

じ
楽
器
で
も
多
彩
な
音
が
出

る
こ
と
に
感
心
し
た
。　　

　

締
め
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
矢

口
十
詩
子
ら
の
弦
楽
五
重

奏
。ピ
ア
ソ
ラ
「
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
の
四
季
」で
鮮
明

に
季
節
感
を
表
現
し
た
。　

奏
者
９
人
で
編
成
。
代
表
の

山
本
直
人
の
指
導
で
、
幅
広

い
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
緊
密
な

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
披
露
し
て

き
た
。
今
回
も
見
事
な
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
満
員
の
フ
ァ
ン

を
満
足
さ
せ
た
。　

　

演
奏
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
加

　

電
気
文
化
会
館
の
開
館
40

周
年
と
、名
フ
ィ
ル
の
創
立

60
周
年
を
記
念
し
た
室
内
楽

コ
ン
サ
ー
ト
〈
夏
〉（
８
月
４

日
・
電
気
文
化
会
館
）。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
平
田
愛
ら

え
、
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
で
、

客
を
楽
し
ま
せ
自
分
た
ち
も

楽
し
く
演
奏
す
る
精
神
が
素

晴
ら
し
か
っ
た
。




